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ー
和
歌
山
地
方
・
家
庭
裁
判
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増
築
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和
歌
山
城
跡
発
掘
調
査
ー

　

本
年
度
、
平
成
18
年
９
月
か
ら
平
成
19

年
１
月
に
か
け
て
和
歌
山
城
跡
三
の
丸
の

発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

和
歌
山
城
は
、
紀
ノ
川
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
和
歌
山
平
野
の
中
ほ
ど
に
あ
る
虎

伏
山
を
中
心
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。
丘
陵

か
ら
平
野
部
の
砂
丘
部
分
に
か
け
て
城
域

が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
平
山
城
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。
そ
の
構
造
は
、
標
高
40
〜
50

ｍ
の
虎
伏
山
に
天
守
閣
と
本
丸
を
置
き
、

周
囲
の
砂
丘
部
分
を
成
形
し
て
二
の
丸
、

西
の
丸
、
砂
の
丸
、
南
の
丸
な
ど
を
配
し
、

北
か
ら
東
側
の
砂
丘
お
よ
び
砂
丘
後
背
地

に
三
の
丸
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

調
査
で
は
江
戸
時
代
の
塀
・
井
戸
・
地

下
倉
庫
・
石
室
状
遺
構
の
ほ
か
、
和
歌
山

城
築
城
以
前
の
柱
穴
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
和
歌
山
城
下
町

の
絵
図
は
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

か
ら
今
回
の
調
査
区
の
大
部
分
は
幕
末
近

く
ま
で
紀
州
徳
川
家
の
上
級
家
臣
で
あ
る

山
名
氏
の
、
幕
末
に
は
豊
島
氏
の
屋
敷
地

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

18
世
紀
初
め
頃
に
書
か
れ
た
「
和
歌
山

城
下
大
絵
図
」
に
は
、
間
口
・
奥
行
な
ど

屋
敷
地
の
規
模
が
克
明
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
の
記
載
ど
お
り
の
位
置
で
屋
敷
地
の
境

界
で
あ
る
塀
の
遺
構
（
土
塀
基
礎
・
礎
石

列
・
柱
穴
列
）
を
検
出
し
ま
し
た
。

　

塀
の
遺
構
の
下
部
か
ら
は
、
幅
３
ｍ
、

深
さ
1.2
ｍ
で
一
直
線
に
伸
び
る
溝
状
遺
構

を
検
出
し
ま
し
た
。
溝
内
か
ら
は
ほ
と
ん

ど
遺
物
が
出
土
し
な
い
こ
と
か
ら
屋
敷
地

を
区
切
る
溝
と
は
考
え
に
く
く
、
調
査
区

付
近
が
屋
敷
地
に
な
る
時
に
一
気
に
埋
め

戻
さ
れ
た
と
想
定
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と

か
ら
、
和
歌
山
城
築
城
当
初
の
織
豊
期
の

堀
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

調
査
に
よ
っ
て
屋
敷
地
内
の
内
容
・
変

遷
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
和
歌
山

城
築
城
以
前
の
様
相
を
探
る
資
料
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。    (

川
崎
雅
史
）和歌山城下大絵図

裁判所
調
査
区A区
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★★
和
歌
山
城
跡
発
掘
調
査
★

土
層
と
調
査
し
た
面

　

調
査
区
付
近
は
何
度
も
土
を
盛
っ
て
整

地
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
最
も
下
位
の
面
の
高
さ
と
江
戸
時
代

末
頃
の
面
の
高
さ
と
で
は
約
１
ｍ
近
く
違

っ
て
お
り
、
大
規
模
に
整
地
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
和
歌
山
城
に
関
係
す
る
面

は
４
面
確
認
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
城
以

前
の
室
町
時
代
の
面
を
一
面
、
そ
し
て
昭

和
の
空
襲
被
災
面
を
合
わ
せ
る
と
６
面
を

調
査
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

空
襲
被
災
面

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
昭
和
20
（1945

）

年
７
月
９
日
夜
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
大

規
模
な
戦
略
爆
撃
（
和
歌
山
大
空
襲
）
に

よ
っ
て
和
歌
山
市
街
地
の
大
部
分
と
と
も

に
和
歌
山
城
の
天
守
閣
も
焼
失
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
空
襲
で
は
死
者
千
百
人
以
上
、

負
傷
者
四
千
四
百
人
以
上
を
出
し
た
と
い

わ
れ
、
調
査
区
内
の
一
部
で
、
空
襲
で
真

っ
赤
に
焼
け
た
地
面
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

第
１
遺
構
面　

Ａ
区

　　

西
端
で
塀
の
基
礎
と
考
え
ら
れ
る
遺
構

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
絵
図

か
ら
想
定
し
た
屋
敷
の
境
界
と
合
致
し
ま

す
。
こ
の
ほ
か
の
遺
構
と
し
て
は
、
ご
み

捨
て
場
と
考
え
ら
れ
る
穴
や
石
組
み
し
た

溜
枡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
屋
敷
と
考
え
ら

れ
る
建
物
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
Ａ
区
付
近
は
裏
庭
の
よ
う
な
空
閑
地

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

第
１
遺
構
面　

Ｂ
区

　

東
側
で
は
井
戸
や
地
下
倉
庫
・
埋
桶
な

ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
明
確
な
建
物
遺

構
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
柱
穴
な

ど
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
掘
立
柱
の
簡
素

な
建
物
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

遺
構
の
密
度
も
西
側
の
Ａ
区
に
比
べ
多
い

と
言
え
ま
す
。

 
 どんなことが

わかったのかな？

どういう意味が

あるんだろう？

詳しく見てみよう！

塀跡

溜枡

瓦積井戸

埋桶

地下倉庫 素掘井戸

現在の地表面

江戸時代の地面１・幕末

江戸時代の地面２

江戸時代の地面３

安土桃山時代・
江戸時代初期地面

室町時代？の地面

第１遺構面

第２遺構面

第２́ 遺構面

第３遺構面

第４遺構面

２



３

瓦
積
井
戸

　　

瓦
の
カ
ー
ブ
を
上
手
く
利
用
し
て
隙
間

な
く
積
み
上
げ
た
井
戸
で
す
。
内
径
は
約

80
cm
で
、
深
さ
は
３
ｍ
以
上
あ
り
ま
す
。

地
下
倉
庫

　　

正
方
形
に
近
い
形
で
一
辺
は
約
2.5
ｍ
あ

り
ま
す
。
４
隅
に
柱
を
置
く
構
造
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
柱
の
痕
跡
と
柱
の
根
元

に
置
い
た
据
石
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。　

第
２
遺
構
面　

Ａ
区

　

西
側
の
上
面
で
検
出
し
た
塀
の
基
礎
の

下
で
、
大
型
の
穴
が
並
ぶ
状
況
を
確
認
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
屋
敷
の
境
界
に
関
わ

る
柱
穴
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
の
遺
構
に
は
素
掘
井
戸
、
ご
み
穴
と
考

え
ら
れ
る
大
き
な
穴
が
あ
り
ま
す
。
ご
み

穴
か
ら
は
、
多
く
の
瓦
や
土
器
類
の
ほ
か

に
動
物
の
骨
な
ど
が
出
土
し
ま
す
。

第
２
遺
構
面　

Ｂ
区

　

西
側
の
Ａ
区
に
比
べ
遺
構
の
数
が
多
く

あ
り
ま
す
。
建
物
の
プ
ラ
ン
は
想
定
で
き

ま
せ
ん
が
、
建
物
礎
石
や
柱
穴
な
ど
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
付
近
に
何
棟
か
の

建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
小
２
基
の
石
室

状
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

第
３
遺
構
面　

Ａ
区　

　

Ａ
区
で
は
、
幅
約
３
ｍ
、
深
さ
約
1.2
ｍ

の
溝
や
大
型
土
坑
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

溝
の
西
側
や
南
東
隅
で
確
認
し
た
柵
跡
は
、

第
２
遺
構
面
か
ら
切
り
込
ま
れ
た
も
の
で

す
。
溝
は
少
し
埋
ま
っ
た
後
、
周
辺
の
整

地
を
お
こ
な
う
の
と
同
時
に
一
気
に
埋
め

戻
さ
れ
て
い
ま
す
。
溝
に
は
ほ
と
ん
ど
遺

物
が
入
ら
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
付
近

が
屋
敷
地
に
な
る
直
前
ま
で
機
能
し
て
い

た
溝
で
、
安
土
桃
山
時
代
（
和
歌
山
城
築

城
当
初
の
織
豊
期
）
の
も
の
で
あ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

第
３
遺
構
面　

Ｂ
区

　

多
く
の
柱
穴
や
土
坑
、
素
掘
井
戸
な
ど

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
近
世
の
遺
物
が

出
土
す
る
も
の
が
少
な
い
こ
と
か
ら
江
戸

時
代
以
前
の
遺
構
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

 

☆
★
総
括
★
☆

　

み
な
べ
町
平
須
賀
城
跡
・
市
谷
山
城
跡
、

白
浜
町
八
幡
山
城
跡
、
御
坊
市
小
松
原
館

跡
、
新
宮
市
新
宮
城
跡
の
発
掘
調
査
に
関

り
、
み
な
べ
町
高
田
土
居
城
跡
の
報
告
書

作
成
に
携
わ
る
な
ど
、
と
か
く
城
跡
と
は

縁
が
あ
る
よ
う
で
す
。
今
回
、
和
歌
山
城

跡
の
調
査
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
数
百
年

の
間
に
地
面
を
何
度
も
か
さ
上
げ
す
る
整

地
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
驚
き
ま

し
た
。
こ
れ
が
三
の
丸
全
体
に
及
ぶ
と
し

た
ら
凄
い
土
木
量
で
あ
り
、
さ
す
が
御
三

家
の
紀
州
徳
川
！
！　
　

（
川
崎
雅
史
）

ごみ穴

素掘井戸

石室状遺構

礎石

柱穴群

（第１遺構面　B区より）（第１遺構面　B区より）



　

　

広
く
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た
だ
き
、
文
化
財
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
平
成
十
七
年
九
月
末

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
五
月
十
六
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
し
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
一
日
、

と
う
と
う
ア
ク
セ
ス
件
数
が
一
万
件
を
突

破
い
た
し
ま
し
た
。

　

知
名
度
の
低
さ
も
あ
り
、
最
初
は
ア
ク

セ
ス
件
数
も
少
な
め
で
し
た
が
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
て
か
ら
は
一
日
平
均
約
三
十
前

後
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の

ア
ク
セ
ス
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
わ
か
り
や
す
く
、
内
容
の

あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
、
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
（
松
山
）

　西飯降Ⅱ遺跡から古墳時代後期の
下駄(木製品）が出土しました。平成
19年３月30日まで、きのくに歴史探
訪館で下駄を展示します。詳細は、
HPをご覧ください。（平日のみ開館）

古墳時代後期の下駄　公開中！
にしいぶり
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《
編
集
後
記
》　

本
年
度
も
も
う
す
ぐ

終
わ
り
で
す
。
発
掘
調
査
・
保
存
修
理
・

整
理
作
業
・
普
及
活
動
・
報
告
書
の
作

成
…
と
大
忙
し
の
一
年
で
し
た
。

　

残
り1

ヶ
月
、
気
を
引
き
締
め
て
が
ん

ば
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
川
崎
）

４

☆ホームページ　アクセス件数　10,000件突破☆

更新日　平成19年２月21日

野田地区遺跡（有田川町）
　犂（からすき）

重要文化財　旧中筋家住宅
　　　　（和歌山市）

旧吉備中学校校庭遺跡
親子発掘体験（有田川町）

重要文化財　福勝寺
　　　　（海南市）

旧吉備中学校校庭遺跡（有田川町）
　弥生時代後期出土　ガラス玉

歩いて知るきのくに歴史探訪
旧中筋家住宅他(和歌山市）

和歌山県文化財センター 検索
▼

頻繁に更新している

ので、見に来て

くださいね！
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